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松山支部・伊予松前支部 合同例会2

◆ 報告者：多田 穣治 氏
アール・エスホーム㈱ 代表取締役／徳島同友会副代表理事／中同協青年部連絡会副代表（四国）

◆ 日　時：１月 19 日（金）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：ＴＫＰ松山市駅前カンファレンスセンター
◆ 参加者：75 名

松山支部・伊予松前支部 合同例会
同友会は不離一体

～ 同友会の仲間が教えてくれた、自分としてどう生きるか ～

　多田氏は自社の経営がうまくいかなかったとき、最初周り
のせいにばかりしてきたそうです。しかしそれを同友会を通
して自身の職業観や人生観に影響を与える仲間と一緒に学び

「人に惜しまれるくらい人に尽くした人生をおくろう」と心
に決めるに至った経緯をお話しいただきました。
　多田氏曰く「経営をしていたらうまくいくこととうまく
いかないことがあります。それは、全て自身の生きざまが
影響をしているので、外部環境の影響というものは１ミリ
もなく、自分が本気で動けば改善されていくものです。悪
いことが起こっても、『この悪い出来事が何を自分に教え
てくれているのか』ということを常に自分に問いかけつつ、
つらい出来事や困難を乗り越えていっています」と冒頭、
自身の死生観を交えながら報告を頂きました。
　その後、同友会の仲間から学んだこととして、「自分のこ

とを差し置いて他人や地域のためにつくすこと」や「言い訳
をせず本気で取り組む。時に、ぶつかることで得られる反骨
精神やエネルギーにかえていくこと」、「困難や、窮地にしっ
かりと向き合う覚悟」などを挙げられました。事業経営をし
ていくうえでの大切な心構えとそれを学びあうことができる
同友会のすばらしさを参加者と共に共有しました。
　その後「あなたの人生の中で影響を与えた人は、その教
えは何ですか？またあなたはどのような影響を与える人に
なりたいですか？」というテーマでグループ討論が行われ
ました。それぞれの心の支えになっている人、経営の柱や
軸の元になっている人について共有したのち、これから自
分がどういう生き方をしていきたいかということが活発に
議論されました。
　終わりに、まとめとして座長の松山支部の中田さんが今日
の学びについて二点挙げられました。一つ目は、「人という
ものは場に影響されるもので、自分自身がどういういい影響
を周りに与え、この場をどうよくしていくかをしっかり考え

て生きていくことが大切である」ということ。
二つ目は、「縁は求めていないと生まれない。
自分が強くこういう人になりたい、こういう
生き方をしたいと思っていれば必ず助けてく
れる人に会うことができる」ということを参
加者と共有しました。
　同友会メンバーだけでなく幹部社員さんや
ゲストの方もたくさん参加をされていた中
で、生き方という大変深い内容を見つめなお
す例会として、立場を越えて参加者一人一人
が多田氏の報告を聞きつつ、自分ごとに置き
換えながら学ぶことができた大変有意義な例
会でした。

寄稿：中野 恵太さん
（㈱薄墨羊羹／伊予・松前支部）

左から報告者の多田穣治さん、座長の中田琢磨さん

多数の参加がありました

熱心なグループ討論



松山支部の会員紹介 3

※お詫びと訂正
　�会報誌２月号、第３ページの下段に掲載の、セラピニスタ律�日野大志朗さんの会員紹介ですが、
動画のＱＲコードが間違っておりました。お詫びと共に、正しいＱＲコードを掲載します。

りをお待ちして
います。お酒を
飲まなくても大
丈夫。コーヒー
やお茶を飲みな
がら会話を愉し
むこともできる
我が家、それが

「逢坂」です。
「逢坂」住所：松山市三番町２‒６‒19 ネオアイエスビル４階
　　　 営業時間：月曜日～土曜日　20：00 ～ 24：00
寄稿：高橋 大輔さん（ソニー生命保険㈱松山支社／松山支部第１地区会）

　保険業のお仕事をされている大坂忍さんは、以前スナッ
ク「逢坂」を経営されていました。
　大坂さんが体調を崩され「逢坂」は一度閉店していました
が、体調も回復され６年ぶりの再開です。
　再開した「逢坂」のコンセプトは「我が家感のあるお店」。
大坂さんご自身が大病を経験され、しんどい時にしんどい
と言える場所の大切さを痛感しました。しんどい時に我が
家のような「逢坂」に帰って本音で語り合う、そんなお店に
したいと大坂さんは笑顔で話します。
　お仕事にちょっと疲れたとき、ゆっくり話をしたいとき、

「逢坂」に帰ってみませんか？
　大坂さんが、おでんや一品料理を用意して皆さんのお帰

松山支部第１地区会会員紹介：逢坂 大坂 忍さん

奥に座っている女性が大坂忍さん

　など、来年度立ち上がる予定の「女性部委員会」にもつな
がる内容で例会開催ができたらと思っています。
　夜開催だとなかなか参加できないという方のお声を反映
し、初めての昼間に例会を開催！
　是非多くの方にご参加いただきたいと思います！

＜開催概要＞
▪日時：2024年４月 17日（水）11:30 ～ 14:00
▪概要：第3地区会はじめての試み！昼間の例会開催です！
▪報告者：道後ピクルス�河野ゆかりさん（松山支部第３地区会）
▪参加費：1,000 円（お弁当代）
▪会場名：E3�HALL�Buffet�Party（松山三越�６F）

◀︎ こちらのＱＲコードから
　 お申し込みください！

寄稿：第３地区会の仲間づくりチーム

　４月の例会報告者は地域の課題、女性の課題に向き合っ
て事業を展開している河野ゆかりさん。自らを律しながら、
常に行動ありき！の河野さんから
・女性が働くということ
・地域とともに発展していくということ
・大切にしたい自分軸

松山支部第３地区会：【初！昼例会】４月例会のお知らせ

左から例会担当の川﨑暁子さん、報告者の河野ゆかりさん、
インタビュアーの児玉万年さん、例会担当の西朋子さん

　武田さんは言います。人は本来、誰で
も皆、自分の人生を幸せにする力を持っ
ていると。ただそれに気が付いてないだ
けだと。だから、気付いて欲しいし、必
要な支援がしたいのだと。その思いは、
武田さんの企業の名前にもなっていま
す。「あいはぶ（I have：訳すと、私は持っ
ている）」です。夢は、困りごとではある

が事業としてはお金にならないものを、共助を目指し、事
業として進めて行って、支えたいそうです。公助に頼り切
るのではない共に支え合う仕組みの実現を目指してます。
頑張って下さい。

寄稿：桑波田 健さん（岡田印刷㈱／松山支部第２地区会）

　半年前に米田順哉さんの紹介で入会さ
れた武田行雄さんは、実はなんと北海道
赤平市出身です。赤平市と言えば、今回、
経営フォーラムで基調講演された植松努
さんの会社があるところ。北海道を出て、
東京か大阪に行きたかったのですが、行
き過ぎて、四国に来てしまったそうです。
　お歳は 45 歳。お仕事は介護事業・障
害者福祉事業等です。学生時代のアルバイトがそのまま事
業になりましたが、金額の高かったこのアルバイトは、大
変魅力的だったそうです。そして今は、その仕事に大変遣
り甲斐を見出しています。何故なら、障害者の方々の生活
支援だからです。

松山支部第２地区会会員紹介：特定非営利活動法人あいはぶ・I have  武田 行雄さん

左から米田順哉さん、武田行雄さん、桑波田健さん



伊予・松前支部会員紹介／全研 in 愛媛に向けた動き4

来年 2025 年２月６日・７日、全研 in 愛媛 開催
まずは全研 in 三重に行ってきます！

　愛媛同友会は2025年２月、40 周年事業の一環として「中
小企業問題全国研究集会」（主催：中小企業家同友会全国協
議＝中同協）を設営します！
　愛媛同友会にとっては 10 年ぶりの全国大会です。
　現在、実行委員長の渡部伸哉さん（㈲三和興産、今治支部）
を中心に月に１回、三役会と実行委員会を開催して、全研 in
愛媛のテーマや開催規模について意見交換を重ねています。
　そんな全研 in 愛媛の直前大会が、３月７日㈭・８日㈮に
開催される全研 in 三重。
　田中正志さん（義農味噌㈱、伊予松前支部）が「企業変革」
をテーマに分科会で報告します。
　また、愛媛からは 30 名以上が参加して、来年の全研 in
愛媛の PR をしてきます。
　このほど、PR に用いる横断幕も完成しました！
　はりきって学び、全国の会員と交流し、全研 in 愛媛の
PR をしに行ってきます！！
　役員の皆さんも会員の皆さんも、愛媛同友会一丸となっ
て「全研 in 愛媛」を盛り上げていきましょう！

■ところで全研って何？■
　中小企業を取り巻く問題や課題を研究する全国集会で、
各同友会と中同協における運動および経営の研究と実践を
発表、交流し、専門家の協力もえながら、同友会理念にも
とづく、時代変化に適応した運動のあり方と企業づくりの
課題解決の方向性を研究し、学びあいます。

『同友会運動の発展のために』（中同協発行）より

■全国大会の意義■
① 参加者に明日からの経営や同友会活動に新しい意欲と確

信を与える
② 同友会運動への認識を深め、誇り高く同友会運動に参加

するエネルギーを生み出す
③各同友会の活動水準を高め、組織強化に役立つ
④ 全国の会員の連帯感を高め、設営する同友会の学びと同

友会への確信が広がる
⑤ 日本の中小企業運動の発展に貢献し、中小企業の時代を

つくる力となる
『同友会運動の発展のために』（中同協発行）より

新しいチャレンジを続け、会社の変革に取り組まれています。
県内にある４店舗のうち３店舗をリニューアルしたり、また
本社の工房には新しく「一杯用のドリップ珈琲を製造できる
機械」を導入しました。そして全国的にも珍しい「焙煎カー」
も導入し、イベント会場でも焙煎したての香り豊かな珈琲が
飲めるようになりました。今後は「四国四県」で新しい試み
をスタートする予定など、「愛媛」でも「四国」でも…「珈琲と
言えば日珈だよね！」と言われるような会社を目指したい！
と大胆に挑戦を続ける土居さんに抱負を語って頂きました。

寄稿：堀内 章さん
（Social・Connect ／伊予・松前支部）

　“ 生豆・焙煎豆を 100 ｇから販売・コーヒーマニアが集ま
るお店 ”、『焙煎専門店 チェリボン』を東・中・南予に４店舗
経営されている土居由美さんを訪問。本社は松山市六軒家町

にあり、創業 74 年目
の珈琲・食品卸問屋
です。土居由美さん
は 2022 年 3 月 に 三
代目社長に就任され、
昨年 12 月、「経営を
学びたい」と同友会に
入会されました。社
長就任以来、数々の

伊予・松前支部会員紹介：㈱日珈　土居 由美さん

土居由美さん

横断幕が完成！

全研 in 三重への参加に向けて意気込む実行委員



四国中央支部 5

四国中央支部例会

　島田治男さんの中小企業家同友会例会報告は、自らの経
営理念と地域社会への深い貢献を通じて、持続可能な企業
経営の模範を示しています。2006 年から中讃第 2 支部の
支部長として、同友会運動における数多くの活動を主導し、
特に地域密着型の経営と環境経営への取り組みを強調して
います。
　例会やグループ討議を通じて、経営者としての視野を広
げること、そして持続可能な社会づくりへの貢献を目指し
てきました。島田さんは、マンション建築から大規模木造
建築へのシフト、環境保護への取り組み、地域社会との連 携を深めることで、企業経営の改善だけでなく、社会全体

への貢献を実現しています。
　全国大会への参加や地域密着型の事業展開など、同友会
が提供する学びの場の価値を生かし、地域社会への積極的
な貢献を続けています。この報告書は、同友会の理念を体
現し、地域社会と共に成長する企業経営の在り方を示す重
要な事例であり、今後の経営者や同友会メンバーにとって
貴重な学びとなるでしょう。

寄稿：続木 満豊さん
（㈱ＮＡＤ／四国中央支部）

持続可能な社会の実現に向けて
～ 地域未来の創造 ～

左から報告者の島田治男さん、座長の佐藤慎輔さん

例会のようす

◆ 報告者：島田 治男 氏
島田治男建築設計事務所 所長／（一社）香川同友会 副代表理事／中同協 環境経営委員会副委員長

◆ 日　時：１月 18 日（木）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：ホテルグランフォーレ
◆ 参加者：16 名

を建設中、倉庫業にも更に投資を行い事業幅の拡大を図ってい
るとのことです。「現代の輸送～明日の輸送へ」という会社理念
のもと、時代の変化を的確に捉え、安全かつ確実な輸送システ
ムを研究し提案、提供することをミッションとして前向きに進
化しているからこそ、時流に乗ってるんだなあと感心しました。
　もっと、お話を聞きたいな。あ、例会報告していただこう！
例会で会えることが楽しみです。

寄稿：森田 文子さん
（㈱かがやき総合保険企画／四国中央支部）

　今回の紹介は金生運輸㈱ 代表取締役 川端洋一さんです。川端
さんの同友会歴は古く、お会いしたいと思っていた方です。
　会社は 1976 年に創業、2 代目である川端さんが代表取締役と
なって規模を拡大し続けている、物流・倉庫・運輸業の企業です。
　主にはプラスチック製品を輸送商品とし、広島・福岡に営業
所があります。車両バリエーションも豊富です。これからの人
手不足の懸念に対応するため、積載効率の良い二段デッキ型ト
ラックを自社開発したと聞いて驚きました。また、最新の倉庫

四国中央支部会員紹介：金生運輸㈱　川端 洋一さん

左から佐藤慎輔さん、川端洋一さん 金生運輸㈱本社



今治支部6

今治支部新春例会

　粉雪の舞う中、1 月 23 日、今治支部新春例会が開催さ
れました。
　今回の報告者は、㈲いっとくの代表取締役であり広島同
友会尾道支部副支部長の山根浩揮さんです。
　山根さん（山根ちゃん）と私とは縁があり、今治支部と尾
道支部は 15 年以上前から活発に交流がありまして、何回
も合同例会をしており、同じ年齢でもありましたので、す
ぐに打ち解けて経営について大いに語り合いました。その
当時の印象はというと「みんな！俺と一緒にガンガンいこ
うぜ！」って感じで元気と楽しみを常に追い求めているの
が山根ちゃんでした。
　それからしばらくして交流がなくなり、今治で新春例会
の発表をしていただけると聞き、しばらく会ってないので
この 15 年、どう変化し、どう実践してきたのか、わくわ
くしながら聴いていました。
　相変わらずのハイテンションで、楽しく聴かせていただ

きました。しばら
く会わない間にコ
ロナ禍での売り上
げ減少、多額の借
金、幹部社員の退
職といろんな苦難
もあったそうでし
たが、それを乗り
越え新しい事業を

次々と立ち上げてきたことを赤裸々に語っていただきまし
た。その問題解決の一つにスタッフさんと共にこれからの
10 年ビジョンを話し「各々のゴールはなんやろ？」を常に
語り合うことで、会社も人も町も活性化していくことが必
要なことだと言っていました。
　山根ちゃんが最後に、「経営者に必要なことは、その人の
魅力が人を集め、会社や地域が活性化していくこと。簡単
に言えば『イケメンが腕枕をして夢を語る』」と言った言葉
に、私の解釈ですが、「経営者は経営指針書を社員と共に創
り、共に夢を語り合う」、そんな会社がいいと感じました。
　粉雪の舞う日でしたが、2024 年新春例会にふさわしい
熱い例会でした。わざわざ今治にきていただき、山根ちゃ
ん、ありがとうございました。報告タイトルにあるように、
お客様やスタッフのみなさんにありがとうと言われる人生

（経営）を送ってみたら、楽しくおもろくないですか？
寄稿：横田 真人さん（㈲エムワイ／今治支部）

ありがとうと言われる人生を！
～ ワクワクをカタチに、街と共に生きていく ～

◆ 報告者：山根 浩揮 氏
㈲いっとく 代表取締役／広島同友会 尾道支部副支部長

◆ 日　時：１月 23 日（火）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：今治地域地場産業振興センター
◆ 参加者：46 名

盛り上がったグループ討論

左から山根浩揮さんと座長の松田泰幸さん

メードで丁寧に作っていくスタイルで、今までの信用と実
績で選ばれてきた会社です。その根底に、他社との差別化
としてやはり職人の技術の高さが一番の強みです。レー
ザーカッターで加工した木で出来たハンドバックや、木で
作ったワインケースなどどれも素敵な作品ばかりでした。
　現在の経営課題としてはどこの会社でもよく聞かれる

「人材不足」、特に職人の不足です。新しい人が入ってもな
かなか続かず技術継承が難しいのに加え、職人の高齢化と
いう問題もあります。それを補うために新しい機械を導入
し、アイデアを形にする力で今後はもっと技術力を売れる
仕事へとシフトしていきたいそうです。
　様々な課題を解決するため、同友会で一緒にビジョンを
描きましょう！

寄稿：越智 幸雄さん
（季節の花 花心／今治支部）

　㈲白川木工の白川亨さんを訪問しました。
　現在２代目として事業を引き継ぎ、木製建具や木製家具
の制作を行っています。昨今同じような既製品の商品が多
い中、お客様の希望の建具や家具をひとつひとつオーダー

今治支部会員の経営指針：白川木工㈲　白川 亨さん

左から越智幸雄さん、杉原一史さん、白川亨さん
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さんの紹介を」などリクエストを頂きました。今後、支部
や他の委員会と連携して報道陣の声に応えたいという強い
思いを委員会内で共有出来ました。ある新聞社では、記者
どうしで当会を共有して頂き、事務局に取材に来て頂き記
事になりました。
　コロナ禍では、オンライン開催を余儀なくされましたが、
今回はリアル開催という事で、場所を変え、二番町で２次
会（会食）を行うことも出来ました。お酒を酌み交わすこと
で、一歩踏み込んだ話ができました。
　委員会では、「報道陣との懇談会」は何が正解かを模索し
ております。「報道陣との懇談会に何を求めるか」、「報道
陣とどういう懇談がしたいか」、ご意見がございましたら、
当委員会にご連絡頂けたら幸いです。

　　　　【参加報道陣】
　　　　　日本経済新聞社　　平片 均也  様
　　　　　愛媛新聞社　　　　伊藤 義樹  様
　　　　　愛媛新聞社　　　　雲出 浩二  様
　　　　　愛媛朝日テレビ　　西濱 邦俊  様
　　　　　あいテレビ　　　　藤枝 秀和  様
　　　　　愛媛経済レポート　山内 英寛  様
　　　　　四国中央レポート　藤原 剛士  様

寄稿：木本 康聖さん
（木本経営コンサルタント事務所／広報情報化委員）

　１月 22 日月曜日 18 時半から二番町ホールで「報道関係
者との懇談会」が行われました。大きな事件があると参加
者が激減するため、いつも平穏無事を祈りながら、開催日
を待ちます。委員会のメンバーの日頃の行いが良いのか、
今回も大きな事件はなく、報道から、６社７名（後掲）のご
参加を頂きました。
　今回は、まず、同友会とはどういう会なのかをご説明し、
インタビューシップへの取り組みを聞いて頂きました。質
疑応答では建設的なご意見を頂きました。
　報道陣との名刺交換会は、自社の情報を発信する場とな
りました。報道陣ひとりひとりに、会員ひとりひとりが向
き合うことで、会社情報だけではなく、自社の想いを伝え
る場となりました。私は、インタビューシップについてあ
る記者からの質問攻めにあいました。ひとつひとつ丁寧に
応え、「求人教育委員会」と「広報情報化委員会」の責を果
たせたと実感することができました。
　記者や制作関係者などと個人的な繋がりが出来れば、自
然と心と心が通います。記事や番組を通じて無料で発信し
て貰える可能性が高くなります。報道関係者に自社の情報
を届けたい。そのためにプレスリリースを行う会社は多い
と思います。紙一枚で報道陣にアタックするより、リアル
で話をした方が、取材・報道の対象にして貰いやすいのは
火をみるより明らかです。世の中に広く発信して貰うため
の足掛かりを作るために非常に有効な場です。次回は、参
加者がもっと増えることを切に願います。
　報道陣の方々からは、とにかく多くの情報が欲しいと
言って頂きました。本音は、多くの情報の中から、報道す
る内容を選択したいそうです。愛媛新聞社からは、多くの
方々に関心を持って頂ける社会性やトレンド性が高いもの
が記事になりやすいと言って頂きました。
　後日、武田委員長がお礼の電話をすると、「上昇する電気
代の影響はどうか」、「新しい取り組みなどＰＲしたい企業

第27回 報道関係者との懇談会
◆ 日　時：１月 22 日（月）18：30 ～ 20：00
◆ 会　場：二番町ホール
◆ 参加者：24 名
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2023 年『高校生のインタビューシップ』スタート元年！

　みなさん、こんにちは！今回、高校生のインタビューシッ
プを実施後の報告をさせて頂きます。2023 年高校のイン
タビューシップを実施しキャリア教育が小学校～高校、大
学と繋がり良かったです。“ 地域で若者を育て、地域に若
者を残す！ ” 今は点の活動ですが、これを運動にしていき
ます。多くの方々の協力を得ることで、スタートが出来た
事に感謝しています。
　香川同友会から始まった「インタビューシップ」、香川の
皆さんと話しをすると皆さんやって良かった、受け入れて
良かったと言います。受入れた方たちが活き活きと話しを
する姿を見て、私は愛媛でもこのインタビューシップを拡

げていきたいと思いました。
　2023 年度、松山北高校、東温高校、愛媛大学３校で実施、
生徒 546 名、延べ企業数 150 社の参加でした。
　経営者は、なんか良さそう！とか、興味あり！理念もあ
るし、と申込した方が多かったです。新入会員の方、例会
に足が遠のいている方の申込がありました。会員外の方の
参加もあり、同友会のことを知って貰うことが出来、入会
にも繋がりました。良いこと尽くめの取組みです。
　生徒さんも地域の企業の事を知り、両親に話をし、生徒
同士も学校の発表会で企業を知る取組みになりました。

“ 参加企業さんからの実施後の生の声 ”をみなさんに伝えます。
～ 構えないで自然体で参加して頂ければ、きっと何かが変わっていきますよ ～

松山北高等学校のインタビューシップ
　では、松山北高に参加した企業さんのアンケート回答を “ 生の声 ” をご紹介します。参加企業 69 社、51
社からアンケート回答、その中からいくつか紹介します。

① 社会に出ると「かたい雰囲気」「大変なイメージ」「人間関
係が大変そう」のようなマイナスなイメージもあるかもし
れませんが、実際に企業に触れてみてそういったイメー
ジとは違う一面も見られたのではないでしょうか？自ら
の力を就職した先で思う存分に発揮してください。やり
がいを感じて充実した毎日を過ごしてください！きっと
素敵な未来がたくさん待ってくれていると思います。自
らの手で切り開いていきましょう！

② この先、選択肢は沢山ありますし、その選択の組み合わせ
数は無限と思います。高校２年の時点で明確な行き先が分
からない方が普通だと思います。まだ見つかっていない、
分かっていないからこそ、何にでも興味を持ち、試し、実
体験し、その繰り返しの中で自分はこれだ！！というものを
見つけて下さい。実体験に勝るものなしです。

③ 「人が働く意味は、よりよい社会を作るためなんだよ」
と言うと真剣に聞いてくれました。「社会を作るのは、人
が犯罪を犯したり人を騙したりして稼ぐのではなく、一
人一人がよりよい社会を作るために、仕事をして稼ぐ、
それが働くことだよ」と伝えました。「勉強も面倒かもし
れないけれど、将来のなりたい自分に選択しを増やすた
めに、勉強はしっかりしておいた方がいい」と伝え、真面
目はダサいかもしれないけれど、将来一番夢をかなえる
のは、そこが大切だと伝えました。それぞれの夢に向かっ
て、邁進していってほしいと思います。

④ たくさんの積極的な質問をありがとうございました。皆
さんがキラキラとした目で、聞いてくださったので嬉し
かったです。「看護師」や医療、福祉関係のお仕事に就き
たい！と素敵な目標を持たれているなと感じました。ま
たその素敵な夢を、大事な人たちやご縁のあった人達に
も共有して応援してくれる仲間を増やしていってくださ
い。ささやかながら応援しています。

■ 企業から⇒生徒さんへ、伝えたいこと !

5 名でインタビューをしています 訪問企業で一人一人 分かれて
社員さんにインタビューを実施

社員さんへのインタビュー
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■ 企業担当者のインタビューを受けて

① 生徒さんの印象としては、企業に興味というよりは、『大
人』という社会人の相手に興味があったように感じた社
員が多かったようです。社員が学生に話すことで、自ら
の大事にしていることやこれからやらなければならない
ことが見えてきて、自らの方向性の明確化にもつながっ
たように感じます。

② 社員からは「とてもよかった！」「楽しかった！」「また来
て欲しい！」という声が 100％でした。社員４名、２グルー
プに分かれてインタビューしてもらいましたが終始笑い声
も聞こえてきて、楽しそうだったのが嬉しかったです。イ
ンタビューしてもらうことで、社員も自分の仕事を振り返
るよき機会になっているのは、非常に嬉しいです。

③ 今回、インタビューシップを受けるにあたって、あらた
めて自分が働く意味や、会社の存在意義を考えることが
できました。

④ 自分の人生の棚卸しにもなって、大変豊かな時間だった。
普段自分の仕事のことを話す機会がないので、自分に
とっての当たり前と生徒さんにとっての当たり前の乖離
の中で発見が多くあった。興味津々に聞いてくれる生徒
さんの反応が何より嬉しかった！インタビューを受けな
がらも、私の方が学びの多い時間でした。

⑤ 入社２年目の社員さんと女性役員の２名にインタビュー
をお願いしました。社員さんからは初めてきくような話
もあり、会社として相互理解を深める時間となりました。
私自身役員の方のインタビューを受ける姿を見て会社と
しての社員さんへの思いを知る時間にもなりました。

■ インタビューシップを受けた生徒のお母さんから、こんな連絡もありました！

　うちの娘も、昨日社長さんの話聞いて来たーと、嬉しそう
に話していました。仕事のやりがいなど、実際の社長さんと
話すこととか無いから、とても良い経験だなと思っています。

生き生きと生きている話、本当にありがたいです。と、メッ
セージが届きました。これって最高！に嬉しかった！

　愛媛県全体の高校に向けてインタビューシップが徐々に
拡がっていくと良いです。“ 高校がどんどん増えていくと
対応しきれないのではないか？ ” 確かにそうです。同じや
り方では無理です。いろいろなやり方があります。中小企
業家同友会を必要と言ってくれる高校があれば関わり、生
徒さんに働くことの意味、働く楽しさを伝えたいと思いま
す。求められれば地域の為に役立ちたいと思います。皆さ
んに楽しそう！と思って貰う内容に作り込んでいきます。

■ これからどうなれば良いと思っているか？

寄稿：堀内 章さん
（Social・Connect ／求人教育委員会副委員長）

一人一人でケーキ作りを体験しました

インタビューを終え全員で記念撮影 インタビューシップ発表会の様子です

※アンケートの回答は e.doyu 掲示板に
掲載を事務局に依頼しておきます。



Ｄオファー10

◆ 日　時：１月 30 日（火）14：30 ～ 16：00
◆ 会　場：愛媛大学構内の講義室
◆ 参加者：学生 111 名　企業 12 社

Ｄオファー in 愛媛大学（学生の就職活動を支援）

ＤオファーのＤには、Direct（内定）・Discovery（自己発見のススメ）・Development（自己成長のススメ）という３
つの意味があります。近年、合同説明会に参加しなくなりました。そういった学生たちのニーズに応えるために中小企
業の情報を届ける場として昨年生まれたのがＤオファーすなわち「就活まるごと体験フェス」です。就職活動への不安が
強い学生に就職活動の支援を行います。Ｄオファーは、採用力に乏しい中小企業のために、重松大介さん西村友祐さん
を中心に当委員会から生まれました。

　同友会では、キャリア教育活動として愛媛大学社会共創
学部で提供講座（地域・中小企業家論）を行なっていますが、
その授業の一環で、１月 30 日火曜日（第 14 回授業）にＤ
オファーを開催しました。
　愛媛大学に集合した方々と話をすると、学生と繋がりた
いという気持ちだけではなく、学生の不安や悩みを聞いて
あげたいという思いが溢れていました。授業の一環として
行われたため、111名の学生が参加しました。授業とはいえ、
一社一社、いや、ひとりひとりが真剣に学生と対峙するこ
とで、真剣さが伝わったのか、学生がキラキラとした目で
企業の説明を聞き、多数の質問をしてくれました。真剣さ
と真剣さが交わる姿に開催の喜びを感じました。
　一堂に会した大教室で西村さんの説明の後、３教室 12
グループに分かれました。学生が会社を選び席に着きます。
企業側が会社説明をした後、学生からの質問を受けました。
歳を重ねた経営者からの重々しい言葉を受け止めたり、同
じ世代の社会人から学生と社会人との違いを聞いたり、学
生の眼は真剣そのものです。あっという間に時間が過ぎま
した。そして、次の企業へ移動。それぞれの学生が異なる
業種や異なる話を聞きたいらしく、気づくと、なぜか同じ
くらいの人数のグループとなりました。
　企業にとっても、自社の魅力、業界・職種の魅力を発信
するだけではなく、学生からの質問で、課題の再認識の機
会を得ることができました。年々学生との年齢が離れてい
くことを実感した方もいらっしゃいました。近い年齢の社
員を連れてくることで、学生の思考の理解を深めた会社も
ありました。企業側も学生にどう受け入れて貰うかを検討
したことが伺えます。企業側にとっても、就職受け入れの
ための勉強の場となったのではないでしょうか。

　Ｄオファーで雇用をするわけではありません。当企画は、
学生たちにとって、真剣に就職を考えるきっかけとなり、
インターンシップや会社説明会に参加するきっかけとなっ
ています。視点を変えると、学生たちに我々中小企業の存
在を知って貰うための企画です。この企画によって、中小
企業の社長の熱き思いが学生に届いたのではないでしょう
か。１年後、２年後だけでなく、他都道府県に就職したが、
愛媛にはあんな企業があったなと思い出して貰える企画に
なったと思っております。企画を推し進める堀内求人教育
委員会副委員長の進取の気性と熱意、それを受け止める今
村委員長の覚悟があるからこそ、この企画がどんどん成長
して行くと思います。今後も、学生たちが後輩に勧めたい
企画となるよう、この企画を継続したいと考えております。

寄稿：木本 康聖さん
（木本経営コンサルタント事務所／求人教育委員）
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業況は好転超も採算は２期連続悪化」となりました。詳し
くは e.doyu をご覧ください。
　経営者は、物価高騰と賃上げに見合う価格転嫁を行い付
加価値増加のさらなる努力が求められています。
　特別調査は「インボイス」に関する調査を行いました。消
費税の処理業務で多忙になりましたが時間とともに解消さ
れる問題がほとんどだと思います。一方、今後は問題が取
引に関する結果につながることもありそうです。
　次回第 84 回（2024 年１月―３月）のアンケート締め切り
は３月末になります。ご協力のほど、よろしくお願いいた
します。

寄稿：米岡 一嘉さん
（オーガスト／政策委員長）

　2023 年 10 月―12 月の景況調査の結果報告です。
　１月 19 日に判定会議を行いました。今回は、売上高・
採算・業況などの傾向がまちまちでした。まちまちとは、

売上を何とかよい状態で維持
しつつも採算は悪化したが業
況はよい、という集計結果で
す。前回も同じような状況で
基調を今回持ち越しとして
いたため、いったん判定保留
としました。再度アンケート
を促し回収率をあげることで
判定精度を上げることとしま
した。結果、「県内中小企業、

第 83 回ＥＤＯＲ（景況調査）のご報告

米岡 一嘉さん

贈呈式の後、懇談の様子

かがやき総合保険企画  社協や福祉事業者に車椅子を寄贈
　㈱かがやき総合保険企画（森田文子会員、四国中央支部）
は 10 年間にわたり、車椅子の寄贈を続けています。対象は
四国中央市や新居浜市、松山市の社会福祉協議会や学校、福
祉事業者などで、これまでに合計 160 台を寄贈してきました。
　今年度も 12 月 25 日、３市の会場で 18 団体に 20 台の
車椅子を寄贈。
　このうち、松山会場で開催された寄贈式には、社会福祉
法人松山紅梅会 梅本の里（杉本太一会員、松山支部第 3 地
区会）をはじめとする３件に、中泉輝彦社長から車椅子が
贈呈されました。
　中泉社長は「10 年間続けて来て、今年で 180 台に到達し
ました。どこかでこの車椅子たちが役に立っていると思うと
嬉しい。社員たちも、この取り組みを通じて自分も社会に貢
献できていると感じてくれています」と挨拶。また、継続し
ていくことの大切さに触れ、「わが社はできることを続けて

目録を受け取った杉本さんと中泉社長（右）

きました。こういったことに取り組む会社が増えれば、社会
貢献が広がっていくと感じています」と締めくくりました。

寄稿：大北 雅浩さん
（愛媛同友会 事務局長）



俳友会

お済みですか!?「同友会名簿アプリ」のインストール
　愛媛県中小企業家同友会では、会員同士のコミュニケーションを促すととも
に会の活性化を目指し、「同友会名簿アプリ」を導入しました。
　名簿の検索・閲覧はもちろん、メッセージの送受信や無料通話、スケジュール
の確認も可能な便利なアプリです。非常に便利です。
　ぜひインストールしていただき、ご活用ください！
※ 最初のログインにＩＤとパスワードが必要です。e.doyu と同じものです。お分かりに

ならない場合は事務局までお問い合わせください。
※パソコンでの利用も可能です！　URL：https://web.doyumeibo.jp/#/
※ 今後、会内の公式の連絡の遣り取りは名簿アプリに集約していきたいと考えております。

【お問合せ】愛媛同友会事務局　電話：089-948-9920　メール：info@ehime.doyu.jp
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春
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最
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賞
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目
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う
右
へ
左
へ
石
鹸
玉

武
田 

正
輝
さ
ん（
恭
栄
自
動
車
㈱
）

　
猫
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さ
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㈱
コ
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ー
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土
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り
に
は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
た
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聞
こ
え
て
き
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す
。
て
ん
こ
も
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持
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家
族
た
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袴
取
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い
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れ
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構
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た
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題
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四
月
号 

兼
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「
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る
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い
ぬ
ふ
ぐ
り
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チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
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「
鶯
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入
学
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入
学
式
」

4 月 投句QR

締切３月15日

  

五
月
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「
夏
浅
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風
薫
る
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初
鰹
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苺
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「
苺
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ン
モ
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ク
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５月 投句QR

締切４月15日

　
最
優
秀
賞
の
武
田
正
輝
さ
ん
に
は
、
表
彰
状
と
服
部
製
紙
㈱（
服
部

美
奈
子
さ
ん
：
四
国
中
央
支
部
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ス
テ
キ
な
賞
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
人
に
も
地
球
に
も
負
荷
が
少
な
い
服
部

製
紙
の
ア
ル
カ
リ
電
解
水「
い
つ
も
の
」

と「
ち
ょ
こ
っ
と
拭
き
」
の
セ
ッ
ト
で
す
。

服部美奈子さん
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新会員のご紹介【3 名】（１月理事会承認）

下内 達也さん（しもうち たつや）
四国中央支部
電気ビリビリ 代表者
電気工事全般、エアコン取りつけ・移設
〒 799-0704　四国中央市土居町津根 1692
ＴＥＬ：090-5717-9211
紹介者：㈱かがやき総合保険企画 森田 文子

土居 美香さん（どい みか）
今治支部
Ｋｉｚｕｎａ㈱ 代表取締役
放課後等デイサービス
〒 799-2463　松山市粟井河原 339-8
ＴＥＬ：089-992-9283
紹介者：合同会社 発達の木 今岡 健一

辻 加世子さん（つじ かよこ）
松山支部第 3 地区会
㈱アラクール 代表取締役
パンの製造及び販売
〒 791-0205　東温市西岡 1283-6
ＴＥＬ：089-948-8363
紹介者：㈱ダイオーズ四国 OCS えひめ 鎌田 大輔

愛媛同友会は “ 仲間づくり運動 ”を推進しています。
共に学ぶ仲間を増やすには、会員の皆さんからのご紹介が欠かせません。

「経営者を一人ぼっちにしない」「会員は互いの辞書の 1 ページ」。
物価高騰や賃上げなど、経営課題は山積していて、経営の勉強を
しなければ企業の維持・発展が難しい時代となっています。
まずは例会等へのゲスト参加から。
お知り合いの経営者をご紹介ください。

会員一人がひとりのゲストを！

愛媛同友会事務局
TEL：089-948-9920　メール：info@ehime.doyu.jp

※メールの方は件名に【ゲスト紹介】とお付けください！

【 ご紹介はこちらまで！】
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2023 年度 愛媛同友会  第９回理事会 議事録
【日時】2024 年１月 25 日（木）18：30 ～ 20：30　　【会場】一番町ホール・Zoom
【出席】理事 28 名　委任 4 通　事務局２名　　【議長】渡部 伸哉　　【議事録】竹河内 博之

開会挨拶：田中 正志
理事会の前の、全研 in 三重の分科会のプレ報告で燃え尽きま
した。今日はよろしくお願いします。

承認事項
（１）入退会承認
　　  入会：３名、退会：３名。会員数：403 名（期首：394 名）

…大北　→　承認
（２）2024 年度スローガンの解説の承認…大北 → 承認
　　  前回理事会で、下記のスローガンが承認されました。
　　  「40 周年に向かって、新しい風を起こそう！　

～人を生かす経営に挑戦し、輝く未来を切り拓く～」
　　 ① 前回の理事会で解説を追加することになっていました。

正副代表理事会議から解説案を提案します。→ 承認
　　 ② イラストを付けることも提案されました。ご意見が

ありましたら発言をお願いします。【まとめ】金一封
（5,000円～10,000円）を用意し、e.doyu で公募する。

（３）2024 年度重点方針の承認…大北　
　　  11月と12 月の理事会で報告している内容です。→ 承認

（４）各機関の任務の承認…大北
　　  11 月理事会で報告し意見を受け付けました。女性部か

らご意見をいただき反映しました。→ 承認
（５）慶弔見舞金規程の改定の承認…大北
　　  長年、慶弔見舞金規程とは異なる慣例に則って運用してい

ました。慣例に沿うかたちで規程を改定します。→ 承認
（６）全研 in 愛媛についての報告と承認…渡部
　　  開催日時： 2025年２月６日㈭・７日㈮（理事会承認済み）
　　  報　　告： ３月７日・８日の全研 in 三重に間に合うよう、

ＰＲグッズとして横断幕を制作しています。
　　  承認事項： 全研を機に、愛媛同友会の揃いの法被を公募

して作りたいと考えています。【まとめ】全
研の実行委員会に持ち帰り、再検討すること
になりました。

（７）第 40 回定時総会の企画についての承認…好永
　　  総会の記念行事は全研 in 愛媛の決起集会のような内容

にしたい。→ 承認
報告事項

（１）第 12 回経営フォーラムについての進捗報告…山本
　　  参加呼びかけをお願いします。

（２）能登半島地震への支援についての報告…大北
　　  中同協としては支援金と事務局の人的支援の２方向で支

援を行なうことが決まりました。
　　  愛媛同友会としても中同協の呼び掛けに応じて、支援金

の募金活動を実施しています。例会等の会合に募金箱を
設置しますので、ご協力をお願いします。中同協の専用
口座に直接、お振込みいただくことも可能です。

（３）2024 年度役員の立候補・推薦についての報告…大北
　　  １月 10 日㈬までを期間として受け付けたところ、立候

補・推薦ともありませんでした。支部・地区会、委員会
からの組織推薦を引き続き受け付けます。

（４）総会議案、2023 年度総括の整理について…大北
　　  総括の総論は事務局で取りまとめます。各セクションに

ついては、各支部長・地区会長・委員長さんから 400
文字以内でコメントをいただき、議事録に掲載します。
ご協力をお願いします。

（５）月次会計（４月～12 月）についての報告…大北
　　  問題なく予算執行できています。

（６）各支部・地区会からの報告…議事録参照
（７）各委員会等からの報告…議事録参照
　　 ・ 環境経営委員会（平野）：四国連携環境を考える会／３

月 19 日／今治市みなと交流センター
　　 ・ 政策委員会（米岡）：EDOR（10-12 月期）の回答数が

少なく、記者発表は中止、行政への報告は延期しました。
EDOR の回答の促進をお願いします。

　　 ・ 広報情報化委員会（武田）：会報誌 4 月号は経営フォー
ラム特集です。支部情報コーナーは休載します。

　　 ・ 経営労働委員会（石原）：経営指針成文化セミナーが進行中。
　　 ・ 求人教育委員会（今村）：今日、松山北高校のインタビュー

シップを行いました。4/2-3、合同入社式・新入社員
研修を行います。

（８）その他
　　  １）総会議案関係の提出物のスケジュール確認…大北
　　　　 ① 計画と予算の提出〆切…委員会：２月６日、

支部・地区会：３月12 日
　　　　 ② 支部・地区会会員数見込み：２月７日
　　  ２）ホームページの見直しについて…米田
　　　　  愛媛同友会のホームページが古いのと、会員増強に

つなげたいという意見があり、ホームページの見直
しを行うことになりました。広報情報化委員会と組
織委員からメンバーを出して、武田さんをリーダー
として、プロジェクトチームを設けます。

（９）全国・他団体行事について
　　 １） 全研 in 三重（全研 in 愛媛の直前大会）への参加呼

び掛け…大北
協議事項

愛媛同友会の 2024 年度総会議案の情勢に反映させるため、
「2024 年の展望」（中小企業家しんぶん １月５日号）の読み
合わせを行いました。時間切れで意見交換ができなかったた
め、後日 google form で感想とご意見を収集します。

閉会挨拶：米田 順哉
活発な議論ができました。先日、中同協の幹事会があり、京都
大学名誉教授の岡田先生の講演で、地震活動が活発化しており、
南海トラフ地震も間近ではないかとのことでした。ＢＣＰの策
定と実践など、備えが必要です。
災害時要配慮者支援チームとして石川県に行ってきます。他
人ごとではありません。



～人の一生を支えられる企業になりたい～
社団法人　日本義肢協会会員
＝義肢・補装具・車椅子・補助杖・その他福祉関連商品＝

有限会社　オルソ本田
〠７９０－０９４７
松山市市坪南２丁目４番２４号
ＴＥＬ（０８９）９５８－６６１７
ＦＡＸ（０８９）９５８－６６４１
E-mail:ortho@abelia.ocn.ne.jp
http://ortho-honda.com/




